















研究代表者 鹿 野 勝 彦  




り里   
北陸め農相地域共同体にお【ブる地域振興計画事業の寛恕幻実証的研究  
課題番号 05610248  
研究組織  
研究代表者 ‥ 鹿野 勝彦（金沢大学文学部）  
研究分担者 ‥ 鏡昧 治也（金沢大学文学部）  
研究分担者：西川 麦子（金沢大学文学部）  
研究経費  
平成5年度  700千円  
平成6年度  700千円  
平成7年度  600千円  
計  2000千円  
研究発表  
金沢大学文学部文化人頸学研究室編巨発行  
『鶴来町、新町と月橋町』  1994年  
『石川県石川郡吉野谷村、下吉野と中宮』 1995年  
Ⅰ地域振興事業の実態と問題点一過疎地域の集落の視点から………。…。。 鹿野 勝彦……… 1  
鏡味 治也………  6  Ⅱ 石川県吉野谷村下吉野の「村おこし」  
証 石川県吉野谷村中常における観光開発と住民の選択…………………… 西川 麦子……… 12  
資料一覧   

耳 地域振興事業の実態と問題点一過疎地域の集落の視点から  
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－1－   
により、その間題点巷あきらかにすることを試みる。ⅡとⅢでは、集中的に調査を行った吉野谷村、  
























催）に選定されている。   
一方、ソフトな事業のうち、住民を直接の対象とした事業の例としては、吉野地区で1990年に制  
作され、普及がはかられている「まはろば踊り」（いわゆる「ふるさと創生資金」を導入して、専  
1） 調査結果の一部は、金沢大学文化人類学研究室編。発行、『鶴来町、新町と月橋町』（1994）、同   
『石川県石川郡吉野谷村、下吉野と中宮』（1995）で報告した。また同『加賀市橋立地区、黒崎と津田』   
および過疎村落研究会（代表 鹿野勝彦）編『過疎集落の形成過程と現状』社団法人農村環境整備セ  
ンター発行（いずれも1996刊行予定）でも報告する。  
2） たとえば国土庁の監修による『町おこし村おこし事業総覧1993年版』によれば、同年に登録された   
全国4，281件のプロジェクトの課題が、高齢化、情報化等の13頓に、またプロジェクトの分野が産業   
振興、生活環境整備等の9大項目71小項目に分類されている（同書P．36）  





ピア金沢」の地域祭（2月）などがある。   
ここで吉野谷村の例をあげたが、こういった指標にもとづく分類は、今回調査を実施した地域の  
地域振興事業を考えてゆくうえで、とりあえずある程度の有効性を持っように思われる。すなわち  






























－3－   
にとっても一定のリスクと負担を強いるものである以上、住民に対して事業のプロセスが周知され  



































一針－   







－5－   
Ⅱ 石川願書野谷村下富野の「村おこし」  
鏡 昧 治 也  













年  度   戸◎世帯数  人  口  平均世帯規模（人）   
1848（弘化5）   72戸   
1872（明治5）   74戸   
1896（明治29）   50戸ほど   
1961（昭和36）   50世帯   243人   4．86  
1965   54   250   4．63   
1970   48   224   4．67   
1975   56   238   4．25   
1980   46   202   4．39   
1985   50   221   4．42   
1990（平成2）   49   204   4．16   












－6－   
伐採などが主だった。特に葉煙草は、下吉野の対岸の鳥越村岩清水に集荷場があり、戦後しばらくまで  
盛んに栽培された。下吉野での桑の生産は1935年頃まで、葉煙草は1965年頃まで、そして炭焼きも1960  
























表Ⅱ－2 年離別農業従事者数の変遷（「農業センサス」「世界農林業センサス」より）  
男  性  女  性  総計  
～29  30～59  60～  小計  ～29  30～59  60～  小計   
1970   5   2   12   19   10   19   62   81   
1975   0   2   8   10   5   12   13   30   40   
1980   4   10   15   10   22   37   
19モi5   4   4   19   2   13   19   34   5∂   





一7－   
在では2人と振るわず、営業の方も利益を上げるまでには至っていない。現在のところ「祭り」や工芸  
教室の開催を試みてはいるが、施設の有効な活用についてはいまだ模索中の段階にある。   
望。近年の地域振興事業  
前節で見たように、下吉野の暮らしにはいくっかの転機があった。近年に限って言えば、まず  





の農業従事者の減少からも裏付けられる（表Ⅲ－2）。表からは、1970年から1975年にかけて句 と  
くに60歳以下の女性の農業従事者の半減が読み取れるが、その多くが新たに設立された工場に勤め  









嫁が増えてきている。そのことが、主婦層の農業従事者数の減少をもたらしたと推測される。   
いっぽう、設立当時は集落の多くの女性の働き場となった縫製工場は、その後機械化が進むなど  
して就業人員が減り、集落内からの就業者ほ1981年頃には12人、現在では6人で、それも40歳、50  













－8－   














に創作された踊りの夕べがもうけられている。 これを主になって踊るのが、下吉野の婦人会のメン  






















－9－   
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表Ⅱ一3 世帯規模（1994。4詞）  表Ⅱ－4 世帯構成（1994。4調）  
世帯人数  世帯数   ％   
6   11．5   
7   13．5   
3   21．2   
4   9   17．3   
5   6   11．5   
6   6   11．5   
7   7   13．5   
計   52   100．0   
型   世帯数   ％   
単  身   6   11．5   
夫  婦   5   9．6   
核家族   13   25．0   
直系家族   28   53．9   
計   52   100．0  
現在の52世帯のなかには前述の「工芸の里」事業で移入した工芸家5世帯が含まれる。彼らの多  
くは単身で、住民票は集落にあるが実際は別の土地に住んでいる者もおり、正式に区に所属して区  
費をおさめ、成員としての責務を果たしているのは1世帯にすぎない。   
残り47世帯のうち、実際には同居していながら事情により世帯を別に登録している家族が4組あ  
る。さらに1世帯（単身）は、かつて集落に一時居住し今は所在が知れない者の住民票をそのまま  






















表Ⅱ－5 旧家の世帯構成（1994年現在）  
直系家族  核家族  夫婦のみ  単  独   計   
若い世代を含むもの   24   2   0   0   26   

























－11－   
Ⅲ 石川願書野谷村中宮における観光開発と住民の選択  
西 川 麦 子  










望。生業の変遷と泉田動態   


























表Ⅲ－1 中宮の世帯数、人口、平均世帯数の動態  
年  度  世帯数  人  口  世帯人数   
1889（明治22）   113   648   5．73   
1961（昭和36）   111   532   4．88   
1965   98   467   5，77   
1970   112   396   3．54   
1975   74   275   3．72   
1980   66   239   3．62   
1985   66   222   3．52   
1990（平成2）   79   229   2．90   
1994   67   221   3．30  
1889、1961『角川日本地名大辞典石川県』  
1965～1990 国勢調査  
1994 村役場調べ  
表Ⅲ一2 中宮の農家と農業  
農  家  経営面積（ha）  農業就業人口  兼業人口     請負   機械化  
年  
専  農  山  高  委  
一世ナ 田  齢  種   イ  畑  男  女  計    者  計  
度   兼  
遵  
業   率   林  数   
1960  
1965  72  
1970   
2618  
1980  66  3  田  31  34  51．5  4  4  159  8  18  26  17  65．4  19  12  0  田  田  0  9  口  3  
1985  66  田  田  25  31  47．0  2  3  150  7  15  22  15  68．2  22  田  0  25  7  0  8  口   
ロ                                                1990  79  田  0  12  13  16．5  2  6  63  4  8  四  10  55．6  8  2  2  四  7  0  田  0   
「農業センサス」「世界農林業センサス」農業集落カードにより作成   
世帯数は国勢調査による。   



































ニティセンター、 温泉センターが設置され、1988年には、スキー客の円滑な入場をはかるという理  
由で、県と国の予算で中宮大橋が建設されるなど、住民の生活環境は改善された。スキー場経営は、  
在住住民、とくに高齢者の冬場の雇用を提供し、また、スキー客の出入りがあることによって、集  




（1）この統計のみからは、中宮地内にあった北陸電力社宅の居住者数や夏期のみ営業する中宮温泉での   
従業員の扱い方が不明であるので、中宮出身者の世帯、人口の移動について厳密にたどることばで重   
ないが、この時期に挙家離村、青壮層の人口流出によって、過疎化が急速に進行したことは確かであ   
る。  
ー14－   
場で働くことによって、年間を通じた就業の場を創出することがスキー場開設の1つの狙いであっ  
た。しかし、比較的若い年齢層の中宮在住者は、スキ⊥場での季節就業を希望せず、従業員の高齢  
化が問題となっている。   






















複雑な居住形態   
中宮68世帯の居住形態は非常に複雑である。また多くの世帯が「金沢市およびその周辺のベッド  
タウン」（実際には、金沢市と鶴来町、野々市町、松任市、小松市。以下「金沢圏」とよぶ）と密  








－15－   
の平均年齢は約70歳、平均世帯員数は1月1人、単身世帯が8、夫婦世帯が10、核家族世帯が5であり、  







表Ⅱ一3 中宮世帯の居住形態 （1994．7。調査）  
タイプA（常住型）  A－1（後継者同居型）  
A－2（高齢者型）  





21世帯  44世帯  
23世帯  























るいは中宮在住の親や祖父母、親戚を訪問する1つの要素となっていく可能性もある。   
観光開発やインフラ整備は、中宮と金沢圏との繋がりを維持、強化することにより、行政や住民の本  
来の意図とは別の次元において、過疎にたいする住民の心理的な不安を軽減させたといえるかもしれない。  
ー16－   
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